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型 番 MCR-301E

１時間あたりの標準消費電力量

こ た つ 側 面 の 温 度 の 目 安

※1

※2

※3

１ 時 間 あ た り の 電 気 代

約 145Wh

約 3.9 円

約 50℃

約 80Wh

約 2.2 円

約 35℃

電 源 交流 100V 50-60Hz

消 費 電 力 最大 300W 最小 80W

ヒ ー タ ー カーボンヒーター

ファン・モーター なし

温 度 制 御 感熱抵抗素子による位相制御

安 全 装 置 温度ヒューズ 129℃　2個

標 準 寸 法 縦 55.3cm× 横 61cm× 高さ 2.8cm

コ ー ド
電子コントローラー   (KE21)
丸打ちコードタイプ 3m（※4）

強 弱目 盛 り

※１～ 3の使用環境は室温 20℃、縦 75cm×横 75cm×高さ 34cmのこたつに厚さ 5cmのふとんを掛け、人が入らない状態で
     5 時間運転させたときの値です。実際の使用状況や使用環境によって変わります。
※１・・・５時間運転した時の 1時間当たりの平均値です。
※２・・・新電力料金目安単価 1kWh あたり 27 円（税込）で計算しています。
          　　  実際の電気代は、電力会社との契約内容などで変わります。
※３・・・５時間運転後に測定した値です。
※４・・・電源コード交換の際にはメトロ電気工業製こたつコード「PC-KE21(S)」または「BC-KE21」をお買い求めください。

。すまりあがとこるす更変くな告予は様仕、めたの良改 ・・・・ ※

ぬれ手禁止

分解禁止

交流 100V の電源、定格 15A 以上のコンセント
を使う。

たこ足配線などでコンセントの定格を超えると発熱による火
災の原因になります。

分解や修理、改造をしない。

電源コードを束ねたまま通電しない。

火災や感電の原因になります。
電源コードを持って抜き差しすると、断線やショートを引き
起こし、火災や感電の原因になります。

衣類や座ぶとん等をこたつに入れたり、洗濯物
を乾燥させたりしない。

火災の原因になります。

電源プラグや器具用プラグの抜き差しはプラグ
を持っておこなう。

電源プラグと器具用プラグは根元まで差し込む。

差込みが不完全ですと、ほこりや湿気などが付着し火災や感
電の原因になります。変形変色したプラグや緩んだコンセン
トは使用しないでください。 感電の原因になります。

禁止

禁止
強制

強制 強制

使用中や使用直後のヒーターユニットに触れた
り、傷つけたりしない。

やけどの原因になります。布が破損し内部の絶縁部が剥がれ、
火災や感電、故障の原因になります。

禁止

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

ぬれた手で電源プラグや器具用プラグを抜き差
ししない。

火災や感電の原因になります。
電源プラグや電源コードが破損したときは直ちに使用を中止
し、販売店にお問い合わせください。

傷んだ電源プラグや電源コードは、絶対に交換、
分解、修理、改造をしない。

禁止

火災や感電、けがの原因になります。
直ちに使用を中止し、当社お客様相談室にお問い合わせくだ
さい。



こたつ出入りの際に引っ掛けるなどして、断線やショートを
引き起こし、火災や感電、故障の原因になります。

強制

電子コントローラーはこたつふとんの外に出し
て使用する。

電源プラグを抜く

水ぬれ禁止

使用しないときは電源を切り、電源プラグをコ
ンセントから抜く。

コンセントに接続したままにすると、火災や感電、けがの原
因になります。

禁止

電子コントローラーに水などを掛けない。

火災や感電、漏電の原因になります。水がかかったときは、直
ちに使うのを止めて、お買い上げの販売店にご相談下さい。

ライターやスプレー缶等をこたつの中に置かな
い。

爆発や火災の原因になります。

器具用プラグに異物を入れない。

火災や感電、故障の原因になります。

ヒーターユニットを上向きで使用しない。

火災の原因になります。

他社製や専用以外の電源コードを使用すると、誤作動を起こ
し、火災や故障の原因になります。

電源コードはヒーターユニット付属のもの、ま
たは専用の交換品を使用する。

電源プラグは定期的に掃除する。

電源プラグにほこりや湿気が付着すると、火災や感電の原因
になります。電源プラグを抜き、乾いた布で拭いてください。

強制

禁止

禁止

強制

電源コードを固定せずに使用すると、断線やショートを引き
起こし、火災や感電、故障の原因になります。

電源コードを固定して使用する。

強制

電源が入ったまま電源プラグの抜き差しをしな
い。

ショート・感電・発火の原因になる上、電源プラグ内蔵の電
流ヒューズが溶断する恐れがあります。

禁止

■お手入れ前に
・電子コントローラーを「切」にして、電源プラグをコ

ンセントから抜いてください。

・本体を十分冷ましてから（約 30 分）お手入れをして

ください。

■テーブルのお手入れ
・台所用中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸した布で

拭き取ってください。その後、洗剤や水分が残らない

ように、しっかり乾拭きしてください。

・ワックスやクリーナーを使用するときには、説明書を

よく読み、ご理解の上ご使用ください。
■ヒーターカバーのお手入れ
・ヒーターカバーについたごみやほこりは掃除機で吸い

取ってください。

・自転車の空気入れなどでごみやほこりを吹き飛ばすと

より効果的です。

・ごみやほこりが大量に付いたまま使用すると、発煙や

異臭の原因となります。

■保管
・保管の前にヒーターカバーのお手入れをしてください。

・ごみやほこりが被らないようにこたつを覆い、湿気の

少ない場所に保管してください。

・脚や付属品を紛失しないようにお気をつけください。

症 状

電源プラグがコンセントから抜けてい
ませんか？

運転しない

確 認 処 置

電源プラグをコンセントに差し込んで
ください。

ご家庭のブレーカーが「切」になって
いませんか？

ブレーカーを「入」にしてください。

電子コントローラーが「切」になって
いませんか？

電子コントローラーを「弱」以上にし
てください。

電子コントローラーの温度調節目盛り
が「弱」以下になっていませんか？

電子コントローラーの温度調節目盛り
を「強」にして下さい。

ヒーターが暖かくならない

ヒーターカバーの周辺にほこりが付い
ていませんか？

掃除機などでほこりを取り除いてくだ
さい。

においがする

修理を依頼される前に、症状をお確かめください。

これらの処置をしても直らない場合、この表以外の症状はお買い上げの販売店にご相談ください。

ご相談の際にはお手数ですが「品名」および「形名」をお調べの上、販売店までご相談ください。

「品名」および「形名」は、天板を外し、こたつ本体上面の貼り付けラベルをご参照ください。



愛情点検 長年ご使用のヒーターの点検を！

・電源プラグや電源コード、本体が異常に熱くなる。
・「弱」でも異常に熱くなる。
・本体から煙や異常なにおいが出る。
・異常な音がする。
・電源コードを動かすと通電したりしなかったりする。

事故防止のため、直ちに使用を中止し、
販売店にお問い合わせください。
傷んだプラグやコードは、絶対に交換、
分解、修理、改造をしないでください。

ご使用の中止こんな症状ありませんか

ペットをこたつに入れない。

本体や電源コードを傷つけ、火災や感電、故障の原因になり
ます。ペットの健康に悪影響を与える可能性があります。

脚を外したり、逆さにしたり、立てたりして使
用しない。火災の原因になります。

片脚で使用しない。 立てて使用しない。

逆さにして使用しない。

脚を外して使用しない。

禁止

ヒーターユニットを床に直接置かない。

ヒーターユニットは卓用こたつ専用です。
床に置いて足温器として使用したり、堀こたつの中に設置し
たりしないでください。火災の原因になります。

禁止

こたつの脚や椅子の脚などで電源コードを踏ま
ない。

電源コードを傷つけ、火災や感電、故障の原因になります。

禁止

禁止

天板に重量のある物をのせたり、過度な荷重や
衝撃を与えないでください。

本体が破損し火災や感電、やけど、故障の原因になります。

禁止

けがや故障の原因になります。

禁止

天板の上に座ったり、踏み台にするなどのご使
用や、乱暴な取扱いは避けてください。

本体を横に揺らしたり、激しく動かさないでく
ださい。

禁止

本体や脚の破損、ボルトが欠落し、火災や感電、やけど、故
障の原因になります。

ふとんをこたつの中に押し込んで使
用しない。

ふとんをこたつの中に押し込んだり、片開きで使用したり、座いすをこたつの中に入れたりしたま
ま使用しない。ふとんがヒーターに接触し火災の原因となります。

ふとんを片開きにして使用しない。
座いすをこたつの中に入れて使用し
ない。

禁止 禁止 禁止

電源プラグや電源コードを交換したり、
傷つけたり、加工したり、熱器具に近づ
けたり、無理に曲げたり、ねじったり、
引っ張ったり、重いものを乗せたり、束
ねたりしない。

禁止

火災や感電の原因になります。
傷んだプラグやコードは、絶対に交換、分解、修理、改造を
しないでください。
プラグやコードが破損したときは直ちに使用を中止、販売店
にお問い合わせください。

■ヒーターユニットについて
・初めてご使用になるときは接着剤の臭いが出ることが

あります。ご使用とともに次第に消えます。

・器具用プラグが熱く感じられることがあります。これ

はヒーターユニットからの熱によるもので、異常では

ありません。

■ヒーター（発熱体）について
・ヒーターに付着したほこりなどが焼けて、臭いが出る

ことがあります。

・ヒーターは明るくなりませんが、異常ではありません。

■電子コントローラーについて
・50Hz 地域は目盛り「弱」では熱い場合があります。

その場合は「● ● ●」の間でお使いください。

・電子コントローラーが多少熱くなることがあります。

これは内蔵された基板の発熱によるもので異常ではあ

りません。

■テーブルとしてご使用の場合

    ・テーブルの下で蚊取線香、たばこ、電子蚊取、お香な 
　　ど煙や芳香が発生するものは使用しないでください。

　　煙や芳香などの成分がテーブルやヒーターに付着して

　　変色し、こたつとしてご使用時に異臭の原因となりま

　　す。

■天板の結露（水滴）について
・お部屋の湿度が高いときやふとんが湿っているときな

ど、天板に水滴がつくことがあります。水滴は乾いた

タオルで拭きとってください。

・水滴の量が多いときは、天板とふとんの間に乾いたタ

オルを敷いてください。水滴の量を抑えることが出来

ます。

・時々ふとんを干すようにすると、より結露を防ぐこと

が出来ます。

■電源プラグについて
・ご使用中に微弱な音がすることがあります。これは温

度制御によるもので異常ではありません。

■お客様による修理について
・個人へ修理部品の供給はおこなっていません。

・お客様によるヒーターユニットや電源コードの分解や

修理の痕が見られる場合は、保証対象外となることが

あります。

■経年劣化について
・長期間使用したこたつは、火災などの事故につながる

恐れがあります。安心してお使いいただくため、定期

的な点検をおすすめします。点検に関するご相談はお

買い上げの販売店にご相談ください。



1. 電源プラグをコンセントに差し込む。
・電子コントローラーの目盛りが「切」であることを確

認してから、電源プラグを差し込んでください。

・家庭用コンセントをご使用ください。

4. ご使用後や外出されるとき
・温度調節ダイヤルを「カチッ」という音がするまで右

に回してください。

・目盛りが「切」の　位置に戻り、電源ランプが消えた

ことを確認してください。

・コンセントから電源プラグを抜いてください。

2. 電源を入れる
・温度調節ダイヤルで電源の入り切りを行います。

・目盛りが「切」以外の位置では電源が入った状態にな

り、電源ランプが点灯します。

3. お好みの温度に合わせる。
・温度調節は温度調節ダイヤルを使います。

・温度調節は目盛りの｢弱｣から｢強｣まで、無段階で可能

です。

目盛り

温度調節ダイヤル

電源ランプ

①温度調節ダイヤルを右いっぱ
いまで回す。

②目盛りが「切」になったこと
を確認する。

③電源ランプが「消えた」こと
を確認する。



ヒーターカバー

器具用プラグ受け

温度ヒューズ

温度ヒューズ

天板
同梱の専用天板をお使いください。

交換する際にはテーブルサイズに

合ったものをお買い求めください。

ふとん
適正サイズのこたつ用ふとんをお使

いください。厚めのふとんを使うと

熱が逃げるのを防ぐことができます。

電源プラグ
適正配線された家庭用コンセント

（電源交流 100V / 定格 15A 以上）

に差し込んでください。

電子コントローラー
ふとんの外に出してお使いください。

敷物
こたつ用マットを敷いてください。

より暖かく経済的です。

電源コード
コード吊り金具をヒートンにかけて

コードが弛まないように固定してく

ださい。

④ 電源コード
器具用プラグ

電源プラグ

コードフック

電子コントローラー




